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比婆いざなみ街道沿線活性化事業補助金実績 

 

■令和２年度 

事業名 高野体験「りんご塾（秋）」 

申請団体 下高自治振興区 

実施事業の内容  高野町の特産品（りんご）をメインテーマとし、地域の資源を活

かしたイベントを通じて比婆いざなみ街道・高野町の魅力を広く PR

することで、四季を通じて観光人口の増加を図る事を目的とし、事

業を行った。 

当初の計画では、りんごに関する四季の作業体験と四季の自然を

テーマとした体験を、春夏秋冬の４回行うこととしていたが、新型

コロナウイルス感染症拡大防止の観点から、春・夏・冬の３回が中

止となった。 

 

１．開催日：11月 14日（土） 10：00～15：00 

２．場所：下高自治振興区（高野町） 

３．内容 

・りんごのお話 

・りんごの収穫体験 

・原木しいたけ収穫体験 

・りんごの食べ比べ 

４．広報・PR事業 

・DM送付：60枚（過去のたかの体験参加者等に送付） 

・チラシ作成：10,000枚 

  →市内主要施設、県内道の駅等に設置・配布  

 

 ■たかの体験「りんご塾」 チラシ (約１万枚配布) 

 (表面)           (裏面) 

   

資料２ 
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実績報告額 総事業費：236,304円   補助対象額：189,000円 

成果と今後の展開 下高自治振興区が主催となって開催した本事業であるが、新型コロ

ナウイルス感染症拡大防止の観点から秋の１回のみの開催となった。 

一方で、25人の定員に対し、40人を超える申し込みと参加（31 人）

があり、りんご収穫等の体験だけでなく、コロナ禍におけるマイクロツ

ーリズム的観点から比婆いざなみ街道の魅力を PRすることができた。 

また、アンケートからは「また参加したい」等の声が多く挙がってお

り、比婆いざなみ街道の観光振興やにぎわい創出に資するものとなっ

た。 

なお、「りんご塾」は自治振興区の自主事業として、令和３年度も春・

夏に実施されたが、秋以降はコロナ禍の影響により開催を見送ってい

る。 

今後も引き続き、「比婆いざなみ街道」のＰＲを踏まえたイベントと

して実施される予定となっている。 

 

■令和３年度 

事業名 古代米で食べるカレーの開発 

申請団体 県立広島大学 

実施事業の内容  比婆いざなみ街道のイメージに合わせ、「古代米」と言われる黒米

をベースにカレールーを作り、また、庄原市産の野菜や猪肉を使用

することで、観光振興・比婆いざなみ街道の活性化を目指すことを

目的とし、事業を行った。道の駅たかのをはじめとした関係者の協

力もあり、「いざなみかりぃ」として商品化をした。 

また、４月から道の駅たかの内のレストランそららでの販売を

し、予定していた 100食を上回る 110食を販売した。 

 

１．開発期間：令和３年 10月１日～令和４年３月 31日 

販売期間：令和４年４月８日～令和４年４月 22日 

２．場所：道の駅たかの レストランそらら 

３．内容 

・いざなみかりぃの開発 

・いざなみかりぃの販売 

４．広報・PR 

・新聞 

・Facebook 

・Instagram  
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 ■いざなみかりぃ 画像資料 

・チラシ            ・実物 

              

実績報告額 総事業費：400,000円   補助対象額：320,000円 

成果と今後の展開  本商品は、「いざなみかりぃ」と名付けられ、比婆いざなみ街道を

意識したネーミングかつ、地域の食材を多く活用することにより、比

婆いざなみ街道の知名度向上・観光振興やにぎわい創出につながっ

た。 

 今後は、新たな特産物となるよう、レトルトカレーなどに加工する

などして、沿線の PRにつなげられる予定である。 

 

事業名 「比婆いざなみ街道 牛乳酒新ブランド」開発・販売推進事業 

申請団体 東城町商工会 

実施事業の内容  商品を通じて「比婆いざなみ街道」活性化に向けた機運醸成、街

道のＰＲに資することを目的とし、比婆いざなみ街道を代表する新

たな酒ブランドとして、日本酒と牛乳を混ぜ合わせた新しいリキュ

ール酒「牛乳酒」を開発した。 

 

１．開発期間：令和３年 10月１日～令和４年３月 31日 

２．内容  

・牛乳酒の開発 

・牛乳酒（サンプル）についてのアンケート 

３．広報・ＰＲ 

  ・東城町商工会のＰＲページ 
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 ■牛乳酒のラベル   

 表  裏 

 

実績報告額 総事業費：635,000円   補助対象額：508,000円 

成果と今後の展開 牛乳酒は、比婆いざなみ街道のロゴマークやキャラクター、沿線物資

の写真を活用したデザインのラベルが使用されており、比婆いざなみ

街道の知名度向上に資する商品開発となった。 

本事業は、東城町商工会により実施されているが、牛乳酒自体は酒造

メーカーに製造を依頼し、東城酒販組合が販売につなげることとなっ

ている。 

なお、販売については、サンプル品によるアンケートの分析結果、ま

た、採算ベースに乗せることができるかどうかを踏まえた検討が行わ

れている。 

今後も、「比婆いざなみ街道」のＰＲ、また街道沿線の新たな特産品

となるような事業展開が期待される。 

 


